
 

 

〈「貧相」と「福相」・・・人相についての話 〉  いつも「福相」をしておこう 

顔つき＝人相（にんそう）には言い尽くせないほどたくさんの言葉がある。優しい顔、意地悪な顔、怖い顔、間抜けな顔、

賢そうな顔、信頼できる顔、信頼できそうでない顔、いやらしい顔（エロい顔の事）、ずるそうな顔、抜け目がなさそうな顔、

明るい顔、暗い顔、貧相な顔、ふくよかな顔＝福相、凛とした顔、誠実そうな顔、意志が強そうな顔その他いろいろ。 

そこでだが、この「幸せになるための思考方法」といういわば館長の随筆は、君たちに「幸運」がめぐってくるようにと思っ

て書いているメッセージである。そのために一つだけお願いしたいことがある。 

それは「いつも福相をしていてほしい」ということである。 

「福相（ふくそう）」とは「幸せな顔」の事である。「日々の生活には色々の悩みや苦しみがあり幸せな顔などできるはず

がない、そんな馬鹿なことを言ってほしくない‼」と怒られることはわかっている。しかしそうであってもできる限り幸せそうな

顔をするように努めてほしい。そうすると周囲の人は君たちの顔を見て「ほっと」し「癒し」を感じて幸せな気持ちになるの

である。そうして君たちが周囲に与えた「優しい思いやり」はいつか君たちに戻ってくるからである。具体的に「福相」とは、

たとえば志成館の先生をしてくれているそのちゃんや絢ちゃんやを思い出してごらん、素晴らしい福相の持ち主だというこ

とがわかるでしょう。辛くても嫌なことがあっても「笑顔」を欠かさないほど強い心を持った人だということが。館長もお金は

なくてもお金があるような「福相」をするように心がけています。そうしないと「幸せ」も「お金」も逃げてしまうからなのです。 

これに対して「貧相（ひんそう）」とは「いつも不幸せでお金もないという貧しそうに見える顔」の事です。こんな顔をして

いると「やってくる予定の幸せ」も逃げて行ってしまいます。志成館に通っている生徒は貧相の人はあまりいないと思いま

す、塾の性格から。しかしもし「貧相」だと言われたり鏡を見てそう感じたら「福相」になることを努力目標にしてください。 

偉そうなことを言っている館長にとっては今でも難しいことなのですが(´;ω;｀)。 
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〈「教材」と「学習への情熱」〉      

  最近「学び舎」の歴史教科書を紹介している。頭にある名門「灘中学校」で採用している教

科書である。現在ネット右翼や自民党の右翼の政治家や議員（右翼とは自分の国さえ良けれ

ば他国の不幸など関係ないという考えを持つ人や団体の事）などから反日的だなどと批判され

ている教科書である。館長はとても中立的で歴史の真実を語っている最高の教科書であり「さ

すが灘中学の校長はしっかりしている」と感心している。 

 ところでこのことで館長は何を伝えようとしているかわかるかい？君たちは公立の中学に通っ

ていても「灘中学」の教材がいつでも使えることを教えようとしているのである。「今後どこの高

校や大学に行ったとしても、東京大学やそれ以上の大学の教材は誰にでも手に入る」というこ

とを伝えたいのである。もし君たちに学ぶ意欲があれば、高校や大学の名前にこだわることな

く、同じような知識が得られることを知っておこう。 

 尚、志成館では「国語」も「英語」も「社会」も灘中学に負けない教材を使用し同等レベルの授

業をしている。もし君たちが館長の言うことをしっかり聞いて頑張ればもし行きたいのならだれ

でも東京大学に合格できるのである。実際に志成館の先輩も何人も合格している。 

人生で最も大切なのは「情熱」なのである。 
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＜「強欲さと冷酷さ」…経済危機や国際紛争は大金持ちになるチャンスという歴史の真実 ＞ 

 現在世界はＣＯＶＩＤ－19 のパンデミックで、株価は大暴落し、世界経済の見通しは立っていません。倒産する

企業や、自己破産をしなければならない人が、更には借金苦で自殺せざるを得ない人がたくさん出てくるでしょう。 

 このようなときに、純粋な心を持っているあなた達に、とんでもないことを教えます。それは、「今度の様な世界

的な危機の時に実は大金持ちになるチャンスがある」というものです。「ピンチはチャンス」という言葉は普通良い

意味でしか使いません。しかしお金を稼ぐというビジネスの視点から見ても同じようなことが言えるのです。つま

り、現在の世界の株価の動向や人々の動き、各国の政府の政策や企業の長所や短所がわかっていれば、実は大金を

合法的に稼ぐ絶好のチャンスなのです。 

 歴史の真実として、現在の世界を支配している、欧米の大企業、たとえばロックフェラーやモルガンスタンレー

やシティグループなどは、100年以上前から、戦争や国際紛争や経済危機のたびに大儲けをして、現代の世界を支配

する財力を手にしてきたのであり、今後もそのような方法で世界を支配し続けるでしょう。誰かが損すれば必ず誰

かが得をします、たとえ戦争のような悲劇であっても。だから世界中で戦争がなくならないのです。 

 さて、あなたはこのような悲劇を利用して、利益を得ることができますか。そのためには正確な知識と決断力が

必要になります。加えて、強欲さと冷酷な心が必要になりますが。（笑）。 

 館長はとてもそんなことはできませんし、能力も決断力もありません。ですからいつまでたってもお金持ちにな

ることはありません。しかしその分「人間としての誇り」はどうにか維持しています。強がりでしょうが。 

 良いですか、森先生は、このように、強欲にお金を儲けて大富豪になる一つの方法があることを教えました。怖い

考えでも「知る必要」があるのです。あなた達は、どんな善良な人間であっても、このような知識を持っておく必要

があるから教えたのです。そうでないと、自分や家族や友人を守ることはできません。 

 このような知識を使って大金持ちになるのか、善良に生きて人々の幸せと共に生きるかの判断は、あなたたち一

人一人が自由に決めることができるのです。つまりどちらが良いか 

悪いかは、人によって異なるということなのです。 
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＜「館長のお酒」 ・・・まだお酒が飲めないあなた達への話 ＞ 

2019年の正月の今日１月１日だけ、毎日の忙しい日々の仕事のことを忘れて休みを取っています。そして自宅

でお神酒（おみき＝神にささげるお酒で主に日本酒）を楽しんでいます。あなた達は体と心が一応出来上がる２

０歳になってからでないとお酒は飲めませんので、それまで我慢してください。（笑）。 

お酒が飲めないあなた達にお酒の話をするのは不謹慎であり教育者としてふさわしくないことはわかってい

ます。ここではお酒の話と言うよりは世界の「文化」の話として、以下の文章を読んでみてください。 

館長はおうちでいろいろなお酒をほんの少しだけ飲みます。日本酒、焼酎、銀河高原ビール、アメリカを代表

するバドワイザー、ドイツビールのハイネケン、ビールの王様のベルギーのペールエール、メキシコのテカテな

どのビール、イギリスのスコッチやアイリッシュのウイスキー、アメリカのバーボンウイスキー、ロシアのウオ

ツカ、韓国のマッコリや中国の紹興酒、イタリアやフランスやドイツのワイン、カリフォルニアワインなど。 

このことで何かわかりませんか。そうなのです、世界中の人たちは、同じようにお酒が好きであり、どこの国

や地域の人も昔から、おめでたい喜びのため、人生を謳歌するため、そして時には悲しみを慰め、絶望を忘れる

ためにお酒を飲んできたのです。・・・このことから 

世界中にお酒があるということが「世界中の人間が同じような生き物である」ということを私た

ちに教えてくれていると思いませんか。 
世界中の人間はみな血のつながりがあり、みな同じ生き物なのです。生物学的にも考古学的にも。そんな同じ

人間が世界中で争いをやめないことは実に悲しいことです。お互いの無知と偏見が争いを続けさせているのです。

そんな時代の中で館長は、わざと世界中のいろいろな国のお酒を飲むことで、自分の中の「偏見」を取り除くよ

うに、そして日々「世界中の人たちに対する思いやりを忘れないように」努めているのです。多くの人からはバ

カの間抜けな館長だとの批判は受けるでしょうが。しかしあなたたちは館長のこの馬鹿気た行動で、「偏見をな

くすことがいかに困難であるか」ということをわかってください。 
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＜「R(あーる)と L(える)の発音の方法 」についての志成館の館長のメッセージ ＞ 

 12月後半の毎日新聞の一面に、『日本人は Rの（ル）の音と Lの（ル）の音を区別して発音できないから、

日本人には「ロックンロール」という発音をさせるとよい』という、英語に発音が正確にできない日本人を

馬鹿にした記事が載っていました。それを読んだ館長は怒り心頭になりました。「なんとひどいことを言う

のだ」と。しかし発音が上手な館長は他方で「そういわれても仕方がないのかなあ」とも思いました。 

 しかし館長は発音に自信を持っている「英語の先生」でもあります。そこで何か良い方法はないかなあと

これまでいろいろ工夫をして発音の方法を教えてきました。そんな中でとても効果的な指導方法を見つけ

ました。見つけたのは雑誌「ニュートン」の 2006年版の「アルファベット 4000年の歴史」という特集号で

す。そこから館長が考え出したのは、Lのルは「舌の先を上の歯茎にくっつけたまま発音する側音のままで

よい」のですが、これと異なるＲのルは「二重子音としてＷＲと覚えてそれをＲのルの音にしなさい」
というものです。九州大学生の時にＲの発音は「すぐ前にウの音を付け加えればよい」と習っていましたが、

しかしＵの音はあくまでも母音のＵ（う）であって、子音のＲの発音を教えるには好ましくないと考え、型

どおりに、「舌先を上の口腔に当てないように返しなさい」と教えてきました。しかしＲは二重子音ＷＲ（「ｗ

ｕる」と発音する）で教えればすぐにでもＲの（ル）の音が正確に発音出来なおかつ「ＬとＲとは全く音が

違う」という欧米人の批判をまぬかれることができることに気が付いたのです。 

 さあ今からＬとＲの発音、とりわけ単語の初めにＲのスペリングがくる単語の発音の場合は志成館の館

長の指導に従ってください。そしてこのことを塾や学校の友達に広めてください。（笑）。そうすると、日本

人を馬鹿にしたような「記事」は今後なくなると思います。しっかりと日本中に広めてくださいね。 

 さあ今からさっそく lightと right、leaderと reader、liceと rice、laceと race などの発音をしてみ

てください。 
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＜ 「神を信じるか否か」「観念論か唯物論か」の前に論じるべきこと ＞ 

 現在も「神」の存在を信じている人は多いし、「神がある故に生きる理由がある」と考える人も多い。

人間の考える理論や自分の心や考えを最優先する「観念論」ないし「唯心論」者がいる一方で、人間は物欲

に支配されており、自分の活きている時代の在り方や周囲の事情に組みには抗（あらが）えないと考える「唯

物論」者もいる。このような考えをめぐる争いが尽きることはないであろうと思う、少なくともホモ・サピ

エンスの知的レベルでは。また、思想や表現の自由がある現代では、個人はどのような考えを持ったとして

も、それは「自由」であり、いろいろな議論をすることは望ましいともいえるだろう。 

しかし、お釈迦様やイエス様やムハンマド様がお生まれになった時代と今の時代では決定的に違うこと

がある。それは「科学が発達し、過去に説明できなかったことの多くが、論理立てて説明できるようになっ

たこと」である。しかも、自然の摂理を説く「自然科学」だけではなく、社会の仕組みを説く「社会科学」

そして人間の心を読み解く「人文科学」の各分野での「科学」の発展である。 

そのような現代から見ると、イエスさんたちの教えには、いくつものまちがいあることは誰にでも簡単に

わかる。そのことは、現代の世界中の国で実施されている「普通教育」をまともに受けて学んでいる限り誰

にでも身についいているはずなのである。 

申し上げたいことは、どのような主張をしてもよいが、「わかり切っている自然や人間の仕組みや、歴史

の真実や、心に関する科学の真実を理解したうえで、議論すべきである」ということ。このことだけで、世

界中のいろいろな争いや、貧困や、自然破壊にかかわる議論の多くが解決できるのである。 

更に加えて、独断的な政治家や国家、強欲な企業や無責任な個人たちのように、真実はわかっていてもわ

ざと「地球や社会の破壊者」として行動する人や組織への戦いも必要なのだが。 
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＜ 「ネット・リンチ」を防ぎましょう  ＞ 

 

リンチという言葉は、１７７０年代頃に、無法地帯ともいえるアメリカで、一人のアメリカ人の Captain Lynch（キ

ャプテン・リンチ）が、勝手に個人的な法廷を作って裁判をして、犯罪者と目（もく）される人たちに、死刑を中心と

する、厳しい処罰を課していたことからついた名前であり、リンチ＝私刑（個人的な刑罰の執行）を表わします。 

当時はまだ無秩序がはびこるアメリカ合衆国であり、「銃」が幅を利かす時代だったので、彼なりに「正義の法廷」

を作って、社会の秩序を守ろうとしたのであろうという予測はつきます。 

しかし、個人がこのようなことをすると、無実の人が犯罪者にされ、いわれもない非難を受けることになることは、

理解できると思います。裁判をするのが素人の一個人だからで、その基準は、その者の価値判断に依存するからです。 

現在、世界中で「ネット・リンチ」が蔓延しています。物的なそして人的な「証拠」もないのに、特定の人や物や組

織を犯罪者であるかのように攻撃し、その人や組織の人格や財産に手ひどい損害を与える行為が、世界中で起こって

いるのです。「国や国連にある正規の裁判所であって初めてどうにかまともな判断ができる」ということさえ危ういの

に、個人が「判決」を出すようなことが許されるはずがありません。 

しかし現実に今日そして今も「ネット・リンチ」は続いています。個々人の「自由と人格と誇りと信念と財産と家族

など」を守るために、世界中の人たちが「ネット・リンチ」と戦わなければなりません。 

❶まずあなた達は「ネット・リンチ」がどういうことであるかをしっかりと考えてください。❷次のその恐ろしさを

理解して、被害者がどのような目にあっているかを考えてください❸次に被害者がネット・リンチで受けた被害を取

り返すことがほとんど不可能であることに気付いてください❹そして自分が意識的に又は無意識のうちにネット・リ

ンチの加害者になっていないかを考え、その可能性があるならすぐに行動を変えてください➎次に自分の周囲を見て

そのような行為をしている人がいないかを探して、もしいたらその行動を止めてください。 

※私は、いずれ「ネット・リンチ」が「特別法上の犯罪」として立法化され、比較的重い刑が科される時代が来ると

思います。（現在も適用できる刑法はあるのですが。）その時は、友達のネット上でのひどい行為を知っているのに放

置している人たちも「共犯者」になるでしょう。 
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＜ 映画「ザ・デイ・アフター・トゥモロー」を見ませんか  ＞ 

 この映画は、ずっと以前に私が見た映画です。内容は、地球温暖化の影響で、北極や南極の氷が解けて、

海に流れ出し、その冷たい水は、北太平洋海流やメキシコ湾流や北大西洋海流（そうです西岸海洋性気候を

もたらしている海流がこれです）という海の表面近くを流れる海流とは異なる、海面から海の底深くに流れ

て循環している海流つまり「深層海流」の温度を下げて、地球全体の海流の流れが止めてしまうことになり、

その結果一気に寒冷化が進み、やがて氷河期に入るという映画です。その結果として、アメリカ映画のいつ

ものパターンで、「誰が英雄となり、誰が生き残るか」というストーリーになるのですが（笑）、とても面白

い映画と思って何度か見ました。この映画は２００３年に、気象学者のロバート・カゴシアンという人が「過

激な気候変動」という著書で理論を展開し、その理論をもとに作られたものと言われています。 

 このストーリーが「映画」というフィクションの範囲にあるのなら、あなた達に、この文書で紹介するこ

とはあり得ません。しかし２００５年のアル・ゴアさんたちの「不都合な真実」（旧版）以降、現実の問題

として議論されるようになっており、２０２７年には、気象科学者たちがこのような、「地球の氷河期への

再突入」をまじめに主張するようになっているのです。そもそももうすぐに「間氷期」は終わるのですが。 

 ＮＨＫでもすでに特集番組を放送しており、私は録画しています。ＣＯＶＩＤ－１９で苦しんでいる人た

ちに追い打ちをかけるようになるかもしれませんが、コロナ以降の世界のあるべき姿を考えるには、最適の

映画の一つと私は考えています。ハリウッドは、時代の先読みが早い‼ 
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＜ 「東京大学」への進学から始まる「傲慢さ」との厳しい闘い ＞ 

東京大学に入ると、自分は頭が良いエリートになったと誤解し、自分はいろいろな点で、普通の日本人より優

れていると感じて生活することが多くなる。東京大学に入学した人はその時点での「高校までの学力が優れて良

い点を取ってきた」だけであり、大学生として優れているかの証明は何一つなされていないのであり、しかも現

在の東京大学の世界でのランキングは相当に低いものであり、本当は自慢するようなところはあまりないのです。

それでも、周囲の人が東京大学の学生をおだて上げ、いろいろな特別待遇をするものだから、つい本人たちもそ

のように自分は偉くなったと誤解し、言動が自信過剰になって、「傲慢な人間」になってしまう。確かに東京大学

に合格することは大変であり、それなりにほめたたえてもよいと思う。しかしだからと言ってそのことに中身は

何もない。 

その結果として、東大生は、自分の意識でそうなったのではないと言っても、自分の裡にある傲慢さとの闘い

に一生苦労することになる。傲慢さは、自分を不幸にするだけではなく、周囲の人を常に不快にさせてしまう傾

向がある。そしてそのことになかなか気が付かない。私にどうしてわかるかって？それはすべて自分の身に起こ

ったことの反省に基づいて、このように言っているからである。どういうことか。私のようにたかだか浪人して

九州大学に入っただけの力しかないのに、傲慢な時があったからである。当時を思い出しただけで、恥ずかしく

て、冷や汗が出るのである。 

誰でも「誇り」は持つべきであるが傲慢さは良くない。傲慢さの反対の言葉は「謙虚さ」である。これまで長

く生きてくると、たとえ東大に行こうとハーバードに行こうと、本当に優秀な人ほど謙虚であるように思う。年

齢や職業に関わりなく、立派な人がいるものである。名前を列挙してもよいくらいたくさんの謙虚で優秀な人た

ちがいる。あなた達もいろいろな競争で他者に勝ってもらいたい。但し、どんな場合であっても「傲慢」にはな

らないように。すべての幸せが飛んで逃げてしまうから（笑）。 
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＜ 戦争の最初の被害者は「真実」である・・・ アイスキュロス ＞ 

上の文章は、ドローン・ウォーズでのターゲッテッド・キリング（標的殺人）を描いた「アイ・イン・ザ・ス

カイ」という映画の冒頭に出てくる、古代ギリシャの 3大悲劇作家の一人のアイスキュロスの言葉です。年代暗

記法のＢＣ492年「ペルシャ戦争」の少し後に生まれた人物で、高校で学習します。 

戦争になると、嘘がまかり通り、真実など無視されて、悲劇が続発して、そして破滅を迎えます。歴史ではこ

のようなケースを多く学びますし、第二次世界大戦における日本がまさしくこのとおりであり、指導的な立場に

あった日本国の軍部「大本営」も、新聞もラジオも、嘘ばっかり報道したがゆえに、終戦が遅れ、被害が拡大し、

東京大空襲、沖縄戦、広島長崎の原爆投下などに代表される「破滅」を迎えました。歴史学習上の常識です。  

ところで、現在の世界はグローバルな状況下で、各政府、各企業が、「経済戦争」をしている状況にあります。

まさしく日々が戦争中なのです。その結果、現在の政府や企業やメディアの伝える情報は、まさしく戦争状態で

の「嘘の報道」にまみれているという発想が必要であるということから、この「幸せになるための思考方法」を

書いています。ＣＯＶＩＤ－19 をめぐる報道で少しは気が付いた方がおられるでしょう。「日本人やアメリカ人

は、中国やロシアは秘密主義であり、嘘ばっかり垂れ流しているが、日本やアメリカは民主主義国家だから本当

のことを伝えている」と考えている人が多いと思います。しかし残念なことに、日本やアメリカ政府も大企業も、

限りない量の「嘘」を流し続けているのです。このような言葉こそが嘘の代表格なのです。 

「アイ・イン・ザ・スカイ」はこのように「政府は真実を隠す」という傾向を直さなければならないという視

点から、この文章を映画の冒頭に示しているのです。（もっともこの映画は、アメリカ人たちは思いやりがあるの

だという「根も葉もないアメリカ中心主義」が垣間見えるので、私はいい映画であるとは思っていませんが。） 

あなた達は、これから何を学んでいく必要があるかを、「今現在は世界中が経済戦争の状況にある」、したがっ

て「世界中の情報のすべてを疑ってかかる必要がある」ということを伝えるのが、今回の「幸せになるための思

考方法」でのお願いです。 

 ＮＯ. 120 幸せになるための思考方法 

 



2020 年 夏 志 成 館 

 

＜ トーマス・ホッブスと「社会契約説」・・・これから「公民」を学ぶ世代へ ＞ 

人間は自分の利益や生存を守るための闘いをやめることはありません。歴史を学ぶと、世界中の古代から現代

までの人類史はまさしく「万人の万人に対する闘争」としての様相を呈してきていることが理解できます。人間

とは残酷でわがままな存在であり、このような人間はいつまでも闘いをやめることはないでしょう。 

しかし近代社会が始まる１６４２年のイギリスの「ピューリタン革命」の頃に、トーマス・ホッブスという人

物がとても素晴らしい提案をしました。それは「人間は闘うことをやめようとはしないので、この際は人間のす

べての闘う権利を国家に一任して、人間同士の闘いのすべてを禁止しようではないか」というものです。つまり、

「国民のみんなが、自分の利益のために闘う権利を放棄し、国家を通じて、具体的には議会を通じて、話し合い

時には監視しあうことによって、よりよい社会を自分たちの力で創造していこうではないか」という意見です。 

これこそ世にいう『社会契約説』の誕生、そして「近代民主主義の在り方」への提案なのです。このＴ・ホッ

ブスによって書かれた本の名前は「リヴァイアサン」で、塾の本立てに置いています。上記の「万人による万人

に対する闘争」も彼の言葉であり、彼の影響の下で、あなたたちがこれから教科書で学ぶジョン・ロックの「市

民政治二論」次いでＦ・モンテスキューの「法の精神」さらにＪ・Ｊ・ルソーの「社会契約論」が歴史の舞台に

登場したのです。「幸せになるための思考方法」にトーマス・ホッブスの名前を出したのは、あなた達が教科書だ

けを信じて丸暗記をする事によって、真の社会契約の提案者であるＴ・ホッブスの名前を忘れてほしくないから

です。中学の教科書は「正しくない」か「未熟な内容」が多いのです。 

更に教えておきますが、彼の考えの根底には「人間も国家もわがままで恐ろしいものである」という前提があ

るということです。つまり「人間や社会への不信」という悲しい発想なのです。ですから「社会契約説」=「近代

民主主義の考え」が大切であるという考えをもとにすると、公民の世界＝政治の世界では、他者とりわけ政治家

や権力者さらに巨大メディアを信じるばかりでは、自由も平等も平和も実現できないということになるのです。 

※このことで「批判的な精神を育てることが教育の本質である」という志成館の方針が、「民主主義を守るための

とてもまともな指導であること」がご理解いただけたらありがたいです。 
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